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バレーボールのまち「遠別」

心震わせる力強い響きを



まちの想いを、ひとつに。

　昨年８月に江別市で開催された「T-FIVE CUP北海道大会2025」にて
遠別イーグルスが優勝（女子の部）し、2月21日～ 22日に宮城県仙台
市で開催される全国大会へ出場します。
　昨年度は本大会で全国準優勝（男子の部）の快挙を達成しており、再
び全国へ”遠別”の名を轟かすため練習を重ねています。

　最近、「子どもに本気でバレーをやらせたい」「遠別で育てたい」とい
う理由で町外から遠別町へ移住する家族や問い合わせがあります。バレ
ーが強いだけではなく、“熱心な指導者がいる環境”　“子どもたちの
人柄”　“練習の雰囲気”　“町全体で応援する空気”などがセットになっ
て魅力を生み出しています。

　遠別に移住し、娘たちが仲間とともにバレーボールを楽しむ姿に感動する中で、保護者や関係者にとどまら
ず地域全体が「本気」で活動を支えていると実感しました。家族全員が遠別という町の温かさや人々の親切な
心遣いを感じながら日々を過ごしています。

《 移住者の声：佐々木真央さん 》

バレーボールを目的とした移住

T-FIVE CUP ２月の全国大会出場！（仙台市）

遠別町は、今北海道内外で“バレーボールのまち”として知られています。
　小学生から中学生、そして世界で戦う選手まで―――。
　今年度も遠別の子どもたちが大きな舞台で躍動し、町中に元気を届けてくれています。
　バレーボールに詳しく無い方でも、誰もが応援したくなる。そんな“遠別バレー ”の魅力をこの特集で
ご紹介します。

　小西出さんは幼少期を遠別町で過ごし、遠別イーグルスで基礎を築きま
した。その後、強豪校としてしられる札幌大谷中学校へ進学。
　今年度タイで開催されたＵ16男子バレーボールアジア選手権で日本代表
として出場、大活躍で４位入賞に大きく貢献し、今年のＵ17世界選手権へ
の切符も獲得しています。
　昨年末にはJOC全国中学バレーボール大会で北海道選抜のキャプテンとし
て大活躍、惜しくも準決勝で敗退しましたが、今後の予定としては全国中
学生選抜選手として選ばれ、現在は強化合宿を重ねており、２月に開催さ
れる第10回ネーションズウィンターカップ（イタリア）に出場し、再び世
界を舞台に戦う予定です。

From Embetsu Town

KONISHIDE HAYATO

特集　バレーボールのまち「遠別」

A TOWN FAMOUS FOR VOLLEYBALL

遠別イーグルス（バレーボール少年団：小学生）
優　勝　第45回全日本バレーボール小学生大会北北海道大会（6/28～29　名寄市・士別市）※6大会連続8回目の優勝
ﾍﾞ ｽﾄ16　第45回全日本バレーボール小学生大会全国大会（8/4～7　東京都）
優　勝　T-FIVE CUP北海道大会2025（8/23～24　江別市）※2大会連続4回目の優勝
優　勝　第４回U10キッズバレーボール交流大会（7/26～27　深川市）※3大会連続の優勝
優　勝　第45回イエスタ杯北海道小学生ﾊﾞ ﾚｰﾎﾞ ｰﾙ大会道北大会（11/1～11/2　富良野市）※2大会連続8回目の優勝
３　位　第42回北海道小学生バレーボール選抜優勝大会（1/10～11　江別市）

　遠別町６人と天塩町３人の中学
１・２年生の合同チーム。練習は
両町で曜日ごとに行っている。

遠別ＶＢＣ（中学男子）

　町のバレーボールのスタートは、当時、９人制バレーボールから始まったと聞きました。その後、道外の大
学選手として活躍された方や道内の高校・大学のトップレベルを経験している選手が数多く生まれています。
また、町の社会人チームの活動においても道内の大会に参加し、好成績を残してきました。さらに競技・審判
の分野でも北海道の大会に携わっている方もおり、まさに「バレーボールのまち」としてふさわしいと思います。

子どもたちのチーム紹介

指導者へインタビュー！

「バレー留学」をする家族も！

― 関係者の声 ―

今年度２度目の全国大会へ向けて！

イーグルス総監督　橋谷田 輔省一 さん
①遠別チームの魅力は？　⇒ 名実ともに北海道を代表するチームになっても、何事に

も一生懸命で謙虚で親しみやすい選手たちであり続けるところです。
②強さの秘訣は？　⇒ ひとことで言うと「環境」だと思います。地域の皆さんからの

支援、経験と熱意のある指導陣、選手たちが思う存分活動するためのバックアップ
が行き届く環境があっての現在だと思っております。

③町全体の応援について　⇒ 町や町民の皆さんからの支援に加え、選手保護者を中心とした応援団は北海道トップク
ラスです。多大なご支援への感謝の気持ちを形にできるようチーム一丸でこれからも頑張ります！

世界を舞台に活躍する　遠別の若きホープ！

現 札幌大谷中学校３年（遠別出身）小西出 隼翔さん
役場庁舎の自身の懸垂幕前で

バレーボールのまち「遠別」

～ 子どもたちの夢を、町ぐるみで応援しています ～

第３位　第28回日本ヤングバレーボールクラブ優勝大会北海道予選（6/1　深川市）
第３位　第55回北海道中学校バレーボール大会（中体連）（7/31～8/2　深川市・妹背牛町）
準優勝　第13回櫻田義人杯北海道ヤングクラブバレーボール連盟交流大会（11/22～23　札幌市）

遠別VBC（中学男子バレーボールグラブチーム）

遠別中学校女子バレーボール部
第３位　第44回北海道中学生バレーボール選抜優勝大会（R6.5/4～5　芦別市）
第３位　第54回北海道中学校バレーボール大会（中体連）（R6.7/31～8/2　中標津町）

　小学１年生から６年生までの総勢
27人。「練習生」、「ジュニア」、「代表」
などのクラス別に分かれている。

遠別イーグルス（小学生）

　遠別町５人と天塩町３人の中学
１～３年生の合同チーム。クラブ
チームでの活動を始めたばかり。

遠別ＶＢＣ（中学女子）
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　1月11日、マナピィ・21にて「二十歳を祝う会」が行われました。式典には10名が参加され、
同席した家族とともに人生の節目をお祝いしました。
　参加者を代表して、松田来稀さんと三田村希夏さんが登壇し、二十歳の誓いのことばを述べ、
その後、えんべつ樹遠太鼓の会の皆さんが、力強い演奏を披露されました。二十歳を迎える
若者たちにとって、新しい門出を祝福し、背中を押してくれる大きなエールとなりました。
　その後、家族や友人との記念撮影を楽しみ晴れやかな式典となりました。

二十歳になったみんなから
チャレンジしたいことなど聞きました！！

東海林　悠さん
資格試験合格に向けて
勉学に励みます

鎌田　颯太さん
車の運転が上手くなりたい

上甲　莉空さん
遠別町で保育士として働き
貢献したい

稲垣　遥斗さん
学んだことのない分野に
ついて勉強したい

遠見　汐祢さん
これまでの自分とは違う新しい
色々なことに飛び込んでいきます

山口　愛翔さん
今までやったことのないこ
とにチャレンジしたい

藤森　桜輝さん
あきらめないこと

三田村　希夏さん
できればバンジージャンプを
してみたい

松田　来稀さん
資格取得に向けて勉学に
励みます

瀧田　稜馬さん
趣味を頑張る

一
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　広報委員の
　バーカー・キャメロンさんの企画

「Why Embetsu」です。
　外国出身ならではの目線で遠別
町の見え方や魅力を紹介します！

Barker Cameron 

Why
　Embetsu
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Why
　Embetsu

私が遠別に住むたくさんの理由私が遠別に住むたくさんの理由
　みなさん、こんにちは。私はキャメロンです。 町で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがあ　みなさん、こんにちは。私はキャメロンです。 町で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがあ
る方もいるかと思います。 「なぜこの外国人はまだ遠別に住み続けているのだろう？」と思ったことがある方る方もいるかと思います。 「なぜこの外国人はまだ遠別に住み続けているのだろう？」と思ったことがある方
もいるかもしれません。 たくさん理由があるのですが、今回もそのうちの一つをお話しします。もいるかもしれません。 たくさん理由があるのですが、今回もそのうちの一つをお話しします。
　それは、遠別が実は 〝　それは、遠別が実は 〝  日本中の人と出会える場所 ”だからです。日本中の人と出会える場所 ”だからです。
　２０２５年は私にとって忙しい一年で、大きな変化がたくさんありました。 夏の間に何か特別なことに取り　２０２５年は私にとって忙しい一年で、大きな変化がたくさんありました。 夏の間に何か特別なことに取り
組みながら、新しいスキルを学びたいと思いこの夏、私は百年前のカメラと百年前のレンズを持って、道の駅組みながら、新しいスキルを学びたいと思いこの夏、私は百年前のカメラと百年前のレンズを持って、道の駅
えんべつ富士見に行き、人々の写真を撮りました。えんべつ富士見に行き、人々の写真を撮りました。
　少し意外かもしれませんが、私は話すのがあまり得意ではありません。特に知らない人と、しかも第二言　少し意外かもしれませんが、私は話すのがあまり得意ではありません。特に知らない人と、しかも第二言
語で話すのはさらに難しいです。さらに、百年前のカメラを使うのも少し大変で、その練習も必要でした。語で話すのはさらに難しいです。さらに、百年前のカメラを使うのも少し大変で、その練習も必要でした。
それでも、遠別を通り過ぎていく人たちと出会い、その姿を記録したいと思いました。そのため、夏の間に道それでも、遠別を通り過ぎていく人たちと出会い、その姿を記録したいと思いました。そのため、夏の間に道
の駅で４０人以上の人たちを撮影し、そのポートレートを写真集（タイトル：『知らない人と過ごした夏』）にの駅で４０人以上の人たちを撮影し、そのポートレートを写真集（タイトル：『知らない人と過ごした夏』）に
まとめました。まとめました。
　古いカメラを持って無料で写真を撮っていると、人々の好奇心を引きます。みんなが最初から心を開いてく　古いカメラを持って無料で写真を撮っていると、人々の好奇心を引きます。みんなが最初から心を開いてく
れるわけではなく、お金を取るのではと思う人もいれば、古いカメラを見たいだけの人もいました。れるわけではなく、お金を取るのではと思う人もいれば、古いカメラを見たいだけの人もいました。
　ほんの短い時間。ほんの短いつながり。　ほんの短い時間。ほんの短いつながり。
　出会ったのは、遠別の人、名寄、札幌、そして遠く横浜から来た人たちでした。みんなそれぞれの目的地　出会ったのは、遠別の人、名寄、札幌、そして遠く横浜から来た人たちでした。みんなそれぞれの目的地
へ向かう途中で、この小さな町に立ち寄ったのです。最初のころ撮ったのは、名寄から来たご夫婦でした。へ向かう途中で、この小さな町に立ち寄ったのです。最初のころ撮ったのは、名寄から来たご夫婦でした。
　結婚５０周年を祝う記念旅行中で、その話を私と家族にもうれしそうに話してくれました。そして、思い出　結婚５０周年を祝う記念旅行中で、その話を私と家族にもうれしそうに話してくれました。そして、思い出
の一枚を快く撮らせてくださいました。別の日には、自転車で北海道を回っている女性を撮りました。彼女の一枚を快く撮らせてくださいました。別の日には、自転車で北海道を回っている女性を撮りました。彼女
は犬と一緒に旅をしていて、特製のリュックに犬を入れて走っていたのが印象的でした。出会った人の多くはは犬と一緒に旅をしていて、特製のリュックに犬を入れて走っていたのが印象的でした。出会った人の多くは
ライダーでした。中でも特に印象に残っているのは、昔からの友人同士のグループです。若いころから何度ライダーでした。中でも特に印象に残っているのは、昔からの友人同士のグループです。若いころから何度
も一緒に走ってきた仲間で、またこうして旅を楽しんでいる姿がとても素敵でした。も一緒に走ってきた仲間で、またこうして旅を楽しんでいる姿がとても素敵でした。
　私の『知らない人と過ごした夏』は、北海道の片隅にある小さな町・遠別が実は、日本中の人と出会える　私の『知らない人と過ごした夏』は、北海道の片隅にある小さな町・遠別が実は、日本中の人と出会える
場所なのだとあらためて教えてくれました。この町を通るのは地元の人だけではありません。日本各地から旅場所なのだとあらためて教えてくれました。この町を通るのは地元の人だけではありません。日本各地から旅
人たちが北海道を巡り、道の駅に立ち寄ってくれます。道の駅では、地元の料理や食材を楽しむことができ人たちが北海道を巡り、道の駅に立ち寄ってくれます。道の駅では、地元の料理や食材を楽しむことができ
ます。そして、リニューアルしたとんがりかます。そして、リニューアルしたとんがりか
んでは、休憩したり景色を眺めたりと、ゆっんでは、休憩したり景色を眺めたりと、ゆっ
くり過ごせるようになりました。これからも、くり過ごせるようになりました。これからも、
道の駅を中心に、人が立ち寄り、また訪れ道の駅を中心に、人が立ち寄り、また訪れ
たくなるような町であり続けてほしいと思いまたくなるような町であり続けてほしいと思いま
す。す。
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E M B E T S U T O P I C S

　遠別ライオンズクラブの皆さんが、幼児セ
ンターきらりの子どもたちに、袋にたくさん
詰め込まれたお菓子をプレゼントしました。
　モモちんも登場して、子どもたちはさらに
喜んでいました。
　最後に、モモちんとハイタッチをして楽し
いひと時を過ごしました。

ライオンズクラブより
お菓子のプレゼント12.25

　幼児センターきらりにて「もちつきごっこ」
が開催されました。
　“なぜ鏡餅を飾るのか”を紙芝居を通じて学
んだあと、新聞紙を白色のビニール袋に入れ
てお餅に見立て、本物の杵と臼を使用して、
もちつきの歌を歌ってもちつきをしました。
　今となっては、もちつきをする機会が減っ
ている中で昔からの行事に触れられるいい機
会となりました。

きらり「もちつきごっこ」12.26

　1月 1日から犯罪被害者等支援条例が施行
されることから、天塩警察署と天塩町、遠別
町及び幌延町で「犯罪被害者等支援に関する
協定」を結び、犯罪被害者支援に向けた連携
強化が図られました。

「犯罪被害者支援」へ連携強化12.19

　このコンクールは、適切な森林整備を実践
し、模範となる優良林分を育てている森林所
有者を評価し、林業技術の向上や森林づくり
に対する道民の意識高揚を図ることを目的に
開催されており、木下久美子さん（久光 1）
が「優良賞」を受賞され、代理で木下悟さん
が留萌振興局森林室長から賞状を受け取りま
した。

「森と人を育てるコンクール」
賞状伝達式12.23

6



E M B E T S U T O P I C S

　マナピィ・21にて、新年を祝い交礼を図る
ことを目的に、7団体共催による新年交礼会
が開催され、約 90名が出席されました。
　各団体が提供した景品等の福引も行われ会
場は盛り上がりをみせていました。
　最後に、漁業協同組合の疊代表理事組合長
による万歳三唱で締めくくられました。

「新年交礼会」開催1.6

　新年恒例の消防団出初式が実施され、消防
団員の登梯披露者は町内 5か所で華麗な妙技
を披露し歓声が上がりました。
　午後からは少年消防クラブ員が加わり、分
列行進が行われ屋外式が終了しました。

「遠別町消防団出初式」開催1.7

　マナピィ・21にて、新春書き初め大会が開
催されました。参加された児童 13 名は、学
年ごとに決められた課題の文字を先生の手本
を見ながら集中して書き上げました。児童た
ちの集中した表情が印象的でした。
　参加された児童は、5枚書き上げ一番上手
に書けた作品 1枚を審査員に提出しました。
　3名の審査員により、各賞の決定がされま
した。

「新春書き初め大会」開催1.13

【
３
年
生
の
部
】

課
題　
「
雪
だ
る
ま
」　

　
金　
賞　
　
松　
井　
　
　
優

　
銀　
賞　
　
合　
田　
　
　
紗

　
銅　
賞　
　
小
長
根　
　
　
颯　

【
４
年
生
の
部
】

課
題　
「
美
し
い
空
」

　
金　
賞　
　
水　
野　
琴　
葉

　
銀　
賞　
　
吉　
田　
陽　
月

　
銅　
賞　
　
坂　
川　
桜　
華

【
５
年
生
の
部
】

課
題　
「
冬
の
海
岸
」

　
金　
賞　
　
越　
谷　
莉　
杏

　
銀　
賞　
　
築　
山　
　
　
栞

　
銅　
賞　
　
米　
谷　
玲　
那

【
６
年
生
の
部
】

課
題　
「
北
斗
七
星
」

　
金　
賞　
　
今　
井　
　
　
海　

　
銀　
賞　
　
坂　
川　
蓮　
月

　
銅　
賞　
　
久
留
宮　
麻　
白
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議会からのたより
第 65 号

◆
遠
別
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市

町
村
計
画
の
変
更

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
遠
別
中
学
校
建
設
工
事
（
建
築

主
体
工
事
））

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
遠
別
中
学
校
建
設
工
事
（
電
気

設
備
工
事
））

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
遠
別
中
学
校
建
設
工
事
（
機
械

設
備
工
事
））

主
な
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◆
省
エ
ネ
家
電
購
入
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

６
０
万
円
増

◆
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
金

３
９
０
万
円
新
規

◆
畑
地
化
促
進
事
業
費
補
助
金　
　
　
　

６
６
万
２
千
円
新
規

◆
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
設
備
更
新
工
事

　

７
６
７
万
８
千
円
新
規

意
見
案

◆
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
者　

白
幡
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　

意
見
案
は
12
月
12
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

行
政
報
告

◆
笹
川
洸
志
氏
の
旭
日
小
綬
章
受
章

◆
新
し
い
特
産
品
の
開
発
・
販
売

◆
令
和
７
年
度
第
一
次
産
業
の
生
産
状
況

◆
令
和
７
年
度
工
事
等
の
発
注
状
況

◆
遠
別
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の

入
院
業
務

報　
告

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管

事
務
調
査
報
告

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
道
外
所
管

事
務
調
査
報
告

審
議
事
項

◆
遠
別
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

◆
遠
別
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

12
月
12
日
か
ら
12
月
15
日
の
４

日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報

告
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、

条
例
の
制
定
２
件
、
遠
別
町
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画
の

変
更
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
３

件
、
補
正
予
算
７
件
、
意
見
案
１

件
の
合
計
21
件
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
は
、
白
幡
議
員
、
白

井
議
員
の
２
名
が
行
い
、
会
期
を

３
日
残
し
閉
会
し
ま
し
た
。

第
６
回
定
例
会

　
１
月
29
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
補
正
予
算
２
件
の
議
案

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◆
生
活
支
援
支
援
助
成
券
交
付
金

２
，
２
０
０
万
円
新
規

◆
物
価
高
騰
対
応
子
育
て
応
援
手
当

支
給
事
業　
　

７
２
０
万
円
新
規

◆
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費

　

３
２
０
万
円
新
規

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
11
月
26
日
開
催

・
令
和
７
年
度
福
祉
灯
油
助
成
事
業

・
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

・
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
運
営
指
定
管
理

・
旭
温
泉
施
設
運
営
指
定
管
理

・
郷
土
資
料
館
及
び
収
蔵
庫

◆
12
月
12
日
開
催

・
第
７
期
遠
別
町
総
合
計
画
（
素
案
）

◆
１
月
９
日
開
催

・
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

・
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
追
加

◆
１
月
29
日
開
催

・
第
７
期
遠
別
町
総
合
計
画
（
素
案
）

の
改
善
要
望

第
１
回
臨
時
会
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議会からのたより
第 65 号

本
町
の
公
営
住
宅
は
、
11
月

20
日
現
在
28
・
８
％
と
い
う

高
い
空
室
率
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ

は
３
戸
に
１
戸
が
空
室
と
い
う
状
態

で
、
直
ち
に
利
用
可
能
な
住
宅
の
空

室
率
も
14
・
９
％
に
昇
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
町
の
公
有
財

産
の
有
効
活
用
、
そ
し
て
住
宅
困
窮

者
へ
の
住
居
提
供
と
い
う
観
点
か
ら

極
め
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
町
の

住
宅
政
策
に
関
す
る
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
空
室
の
大
き
な
要
因
と
し

て
、
国
が
定
め
る
公
営
住
宅
の
所
得

基
準
が
近
年
の
最
低
賃
金
上
昇
と

い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で

き
て
な
く
、
町
内
に
働
く
場
所
が

あ
っ
た
と
し
て
も
住
宅
が
無
け
れ
ば

人
口
増
加
に
も
繋
が
ら
ず
、
現
行
の

公
営
住
宅
の
基
準
が
需
要
と
乖
離
し

て
い
る
と
思
う
こ
と
か
ら
、
２
点
質

問
い
た
し
ま
す
。

①
本
町
の
公
営
住
宅
の
空
室
率
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
の
解
決
策
と

し
て
何
か
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

②
国
の
基
準
を
維
持
し
つ
つ
も
、
将

来
町
の
担
い
手
で
あ
る
若
年
勤
労
世

帯
や
裁
量
階
層
世
代
を
幅
広
く
受
け

入
れ
る
た
め
、
所
得
基
準
を
引
き
上

げ
る
な
ど
住
宅
施
策
と
し
て
弾
力
的

な
運
用
や
必
要
に
応
じ
た
条
例
の
見

直
し
な
ど
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

本
町
の
利
用
可
能
な
公
営
住

宅
に
お
け
る
空
室
率
は
、
現

在
14
・
9
％
の
26
戸
と
な
っ
て
お

り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
空
室

増
加
の
背
景
に
は
、
人
口
減
少
や
世

帯
構
成
の
変
化
と
い
っ
た
人
口
動
態

の
変
化
に
加
え
、
民
間
住
宅
の
供
給

状
況
や
住
民
の
需
要
ニ
ー
ズ
の
変
化

な
ど
が
複
合
的
に
影
響
し
て
い
る
も

の
と
捉
え
て
お
り
、
空
室
の
増
加
は

住
宅
の
非
効
率
な
利
用
と
な
る
こ
と

か
ら
喫
緊
の
課
題
と
し
て
考
え
て
お

り
ま
す
。

１
点
目
、
公
営
住
宅
の
管
理
と
緊
急

時
や
新
規
需
要
へ
の
対
応
な
ど
の
観

点
か
ら
、
理
想
的
な
空
室
率
は
３
％

か
ら
５
％
程
度
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
は
既
に
着

手
し
て
い
る
「
み
な
し
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
」
制
度
の
活
用
を
さ
ら
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
９
戸

（
室
）
を
み
な
し
特
公
賃
と
し
て
運

用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
本
来
の

公
営
住
宅
入
居
収
入
基
準
を
超
え
た

中
堅
所
得
者
層
の
方
々
も
入
居
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
空

室
解
消
と
地
域
社
会
を
支
え
る
中
堅

所
得
者
層
へ
の
住
宅
提
供
を
両
立
さ

せ
る
有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
入
居
状
況
や
需
要
を
見
極
め

な
が
ら
、
本
制
度
の
活
用
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
、
公
営
住
宅
の
管
理
は
地

方
公
共
団
体
が
行
う
も
の
の
、
そ
の

根
拠
と
な
る
公
営
住
宅
法
は
国
の
定

め
る
法
律
で
あ
り
、
要
件
の
変
更
に

は
国
の
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
居
要
件
の
緩
和
な
ど
継
続
し
て
北

海
道
や
国
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
国
の
制
度
改
正
を
待

つ
だ
け
で
は
な
く
、
本
町
独
自
で
進

め
ら
れ
る
公
営
住
宅
の
弾
力
的
な
運

用
を
進
め
、
地
域
対
応
活
用
制
度

（
目
的
外
使
用
）
の
活
用
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

再　
質　
問

１
点
目
、
制
度
の
活
用
を
さ

ら
に
推
進
し
て
ま
い
る
と
い

う
前
向
き
な
答
弁
だ
と
受
け
止
め
ま

す
。
現
在
９
戸
の
み
な
し
特
公
賃
と

し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町

に
は
８
団
地
の
公
営
住
宅
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
本
来
の
低
所
得
者

層
向
け
の
公
営
住
宅
の
入
居
を
阻
害

し
な
い
範
囲
で
、
今
後
ど
の
団
地
に

ど
の
程
度
の
特
公
賃
を
さ
ら
に
運
用

さ
れ
る
の
か
、
ま
た
入
居
状
況
や
需

要
を
見
極
め
る
た
め
の
具
体
的
な
指

標
、
判
断
基
準
は
設
け
て
い
る
の
か

合
わ
せ
て
伺
う
。

　
２
点
目
、
国
へ
の
申
請
に
よ
り
町

独
自
で
進
め
ら
れ
る
地
域
対
応
活
用

制
度
、
こ
の
目
的
外
使
用
は
本
町
に

お
い
て
数
々
の
使
用
用
途
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
が
、
町
が
今
後
推
進

す
る
目
的
外
使
用
は
具
体
的
に
ど
の

第  

６  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

町
政
を
問
う

問

答

問

土井教育長 答 法による所得制限もあるが、新たな利活用を推進する。

白幡議員　 問 公営住宅の空き家を有効に活用できないのか？
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よ
う
な
も
の
に
対
応
し
て
活
用
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

み
な
し
特
公
賃
に
関
し
て
で

す
が
、
現
在
、
こ
れ
か
ら
ど

の
団
地
に
ど
の
程
度
と
い
う
の
は
な

か
な
か
答
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
。
そ
の
空
室
の
状
況
に
よ
っ

て
ま
ず
は
公
営
住
宅
の
正
当
な
利
用

と
い
う
こ
と
で
、
通
常
の
募
集
は

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
埋
ま

ら
な
か
っ
た
場
合
に
み
な
し
特
公
賃

に
移
行
し
て
空
室
を
埋
め
る
と
い
う

よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
お
り
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
な
が
ら
対
応
を
取
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
の

程
度
と
い
う
の
は
今
は
っ
き
り
と
は

お
答
え
で
き
な
い
が
、
今
後
の
空
室

状
況
に
よ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
目
的
外
使
用
と
い
う
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現

在
、
空
室
が
多
い
と
い
う
と
こ
ろ
を

踏
ま
え
ま
し
て
、
様
々
な
施
策
を
考

え
て
い
る
な
か
、
ま
ず
は
他
町
で
も

あ
っ
た
有
効
利
用
の
施
策
も
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
あ
か
し
や

団
地
の
高
齢
者
が
入
居
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
空
室
を
一
部
転
用
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
入
居
す
る
住

宅
に
充
て
、
若
者
と
高
齢
者
の
接
点

と
、
簡
単
な
除
雪
で
す
と
か
、
そ
う

い
っ
た
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
交
流
と
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら

住
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
形
の
施
策

を
申
請
し
、
先
日
そ
の
許
可
が
下
り

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

入
っ
て
く
る
場
合
、
そ
う
い
っ
た
形

で
利
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
他
の
い
ろ
ん
な

施
策
を
考
え
な
が
ら
裁
量
階
層
と
か

子
育
て
世
帯
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
も
含
め
様
々
な
施
策
を
考
え
て

お
り
ま
す
。再 

々 
質 
問

２
点
目
の
再
々
質
問
、
そ
の

活
用
を
推
進
し
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
、
職
種
に
対
応
し
た
形
で
各

団
地
や
町
内
会
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
そ
の
点
は
。

目
的
外
使
用
に
関
し
て
職
種

と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
も
考
慮
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
固
ま
っ
て
空
く
わ
け
で
も

な
い
の
で
、
な
か
な
か
そ
う
い
っ
た

取
り
組
み
も
難
し
い
。
そ
う
い
っ
た

ご
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
ど
の
よ

う
に
利
用
し
て
い
け
る
の
か
幅
広
く

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再 

々 

々 

質 

問

判
断
基
準
を
設
け
て
な
い
っ
て

い
う
の
も
分
か
り
ま
す
が
、
今

現
在
、
理
想
の
空
室
率
も
は
る
か
に

超
え
て
い
ま
す
。
需
要
を
見
極
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
今
後
の
潜
在
的
な
需

要
を
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
の

か
。

今
後
の
と
い
う
か
現
在
の
需

要
と
い
う
と
こ
ろ
で
考
え
れ

ば
民
間
賃
貸
住
宅
の
空
き
待
ち
と

い
っ
た
情
報
は
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

こ
で
入
居
希
望
者
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
不
足
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

は
判
断
で
き
ま
す
し
、
将
来
っ
て
い

う
と
こ
ろ
は
難
し
い
。
今
、
み
な
し

特
公
賃
に
転
換
し
た
と
こ
ろ
は
結
構

す
ぐ
埋
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
だ
ハ
ス
コ
ム
・
民
間
住

宅
も
含
め
ま
し
て
需
要
は
ま
だ
あ
る

と
認
識
は
し
て
お
り
ま
す
。

問

答

答

問答
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本
年
度
は
全
道
的
に
ヒ
グ
マ

の
出
没
が
多
く
、
農
作
物
を

食
い
荒
ら
す
な
ど
の
農
業
被
害
、
住

宅
へ
の
侵
入
、
さ
ら
に
は
人
的
被
害

ま
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
・
林
業

等
の
一
次
産
業
で
、
町
の
面
積
の
８

割
を
山
林
が
占
め
、
野
生
動
物
の
住

む
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
道
内
で
も
被
害
が
多
く

発
生
し
て
お
り
、
い
つ
本
町
で
出
没

し
て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ヒ
グ
マ
の
出
没
に
際
し
て
は
、
迅
速

な
行
動
が
必
要
で
あ
り
、
目
撃
情
報

は
ど
こ
へ
知
ら
せ
る
の
か
、
関
係
機

関
と
情
報
を
共
有
し
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
、
関
係
者
及
び
住
民
に

周
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
行
動
が
早
け
れ
ば
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
そ
こ
で
ヒ
グ
マ
の
生
息
状
況
、
特

に
個
体
数
の
把
握
及
び
ヒ
グ
マ
の
出

没
時
の
本
町
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
に
対
し
て
ヒ
グ
マ
に

関
す
る
情
報
提
供
、
ク
マ
よ
け
ス
プ

レ
ー
等
の
配
布
等
、
ク
マ
被
害
を
防

ぐ
日
常
の
対
策
に
つ
い
て
も
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

本
年
は
全
国
的
な
ク
マ
の
被

害
に
関
す
る
報
道
が
多
く
な

さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
内
で
も
ヒ
グ

マ
の
個
体
数
や
農
業
被
害
、
人
身
被

害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
、
本
町

に
お
い
て
も
対
応
方
針
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ヒ
グ
マ
は
広
域
で
移
動
す
る
た

め
、
市
町
村
単
位
で
の
個
体
数
の
把

握
は
非
常
に
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
北
海
道
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
に
よ

る
道
内
各
地
域
の
推
定
生
息
数
を
参

考
に
い
た
し
ま
す
と
、
本
町
が
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
留
萌
・
石
狩
・
空
知
・

上
川
地
区
全
体
で
１
，
０
０
０
頭
程

度
が
生
息
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
街
地
で
の
出
没
時
に
は
、
双

方
向
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る
住
民
へ
の

情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
ク
マ
よ
け

ス
プ
レ
ー
の
配
布
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
街
地
で
の
出
没
例
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
現
在
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
市
街
地
な
ど
の
人
の
日

常
生
活
圏
へ
の
出
没
時
は
町
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
緊
急
銃
猟

等
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
猟
友

会
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

再　
質　
問

本
町
で
の
ク
マ
の
出
没
は
近

隣
市
町
村
に
比
べ
、
人
里
で

の
農
業
被
害
、
人
身
被
害
の
報
告
は

受
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
山
間
部
か
ら

河
川
敷
の
木
立
や
草
む
ら
を
通
り
午

前
４
時
か
ら
７
時
、
ま
た
は
午
後
４

時
か
ら
７
時
に
多
く
出
没
し
て
る
よ

う
で
す
。
冬
眠
に
向
か
い
出
没
も
な

い
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
十
二

分
な
栄
養
を
蓄
え
ず
眠
し
、
来
春
は

早
く
目
覚
め
出
没
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
来
年
度
は
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
原
野
地
の
町
道
・
農

道
の
草
刈
り
を
確
実
に
実
施
し
、
見

通
し
の
良
い
環
境
整
備
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
出
没
の
知

ら
せ
を
定
時
放
送
の
Ｉ
Ｐ
電
話
だ
け

で
な
く
、
外
出
先
で
も
情
報
確
認
が

で
き
る
携
帯
電
話
の
「
知
ら
せ
ま
す

ケ
ン
」
の
活
用
も
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
は
動
物
と
植
物

な
ど
自
然
界
の
調
和
の
と
れ
た
生
活

を
求
め
、
私
の
再
質
問
と
し
ま
す
。

ヒ
グ
マ
を
市
街
地
ま
で
寄
せ

つ
け
な
い
、
万
が
一
出
没
し

た
際
に
ど
の
様
に
周
知
す
る
か
と
の

ご
質
問
か
と
思
い
ま
す
が
、
草
刈
り

に
関
し
て
は
、
現
状
の
と
お
り
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
知
ら
せ
ま
す
ケ

ン
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
登
録
者
も

少
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
ま
す
。
万

が
一
市
街
地
に
出
た
場
合
は
緊
急
銃

猟
等
の
対
策
の
中
で
近
隣
住
民
に
は

お
知
ら
せ
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
ま

す
の
で
、
出
没
し
た
際
に
は
緊
急
銃

猟
に
よ
り
行
政
と
し
て
も
対
策
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問

答

問

答

國部町長 答 緊急猟銃などの対策により、町民の命と暮らしを守る。

白井議員 問 全道的に被害が発生した本町のヒグマ対策は？
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総務産業常任委員会　道外所管事務調査
（大分県竹田市）

令和７年10月19日から22日にかけて総務産業常任委員会道外所管事務調査が行われ、
山本委員長ほか委員７名、随行職員１名、派遣職員１名の９名が出席。

　大分県竹田市は、人口18,582人、9,700 世
帯を有し、九州のほぼ中央に位置している。阿
蘇くじゅう国立公園のくじゅう連山や阿蘇外輪
山、祖母山麓に囲まれ、日本名水百選の竹田
湧水群、日本一の炭酸泉と称される長湯温泉な
どを有する名水名湯の田園観光都市である。
　平成17年に竹田市・荻町・久住町・直入町
が合併し、基幹産業は自然の恵みを生かした農
業と観光となっている。
　市では、移住・定住相談、田舎暮らし体験、
空き家の調査・提供などの窓口を一元化する
ため、平成 22 年に「竹田市農村回帰支援セ
ンター」を設立した。令和 2年には事業の継
承と円滑化、地域おこし協力隊の支援、市民
との協働を進めるため一般社団法人化し、令
和 3年に「一般社団法人竹田市移住定住支援
センター」へ名称変更して移住定住事業に取
り組んでいる。
　地域おこし協力隊の募集は、各課への調査
を行い、地域活性化や課題解決への活用可能

性を検討したうえで、3年計画の作成や目標設
定、支援体制を明確にして実施している。年2
回の担当者会議により活動状況の共有や課題
整理を行い、定住につながる支援体制の充実
を図っている。
　協力隊は移住定住支援センター職員として採
用後、市に出向し協力隊として委嘱される。月
15日勤務で月額基本給16万6千円、賞与年
30万円、家賃手当は上限5万円まで全額支給
される。勤務日以外は起業や就職準備の時間と
し、副業も認めている。
　任期中は地域課題解決や活性化事業に対し
20万円を上限に支援し、任期終了後の起業支
援として必要経費100万円を上限に支援制度
を設けている。支援センターには市のＯＢ3名
と元協力隊員1名が在籍し、定住や起業など幅
広い支援を行っている。
　平成 22年度から現在まで105 名を採用し、
任期終了者73 名のうち49 名が定住し、定住
率は67.1％となっている。

～①地域おこし協力隊の活用～
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　大分県立久住高原農業高等学校は、竹田市

久住町にある大分県唯一の単独農業高等学校

であり、久住高原の環境を生かした質の高い農

業の先端技術を学ぶことができる学校である。

各学年1クラスの小規模校で、令和7年度の全

校生徒数は85人（男子 63人、女子22人）と

なっている。

　1年次は作物栽培や研究活動の基礎を学び、

2年次からは一人一研究のテーマを設定し、計

画に基づいた実践、調査、考察、評価を行う。

3年次では研究内容を発展させ、地域の農家

や企業と連携しながら飼育・栽培に挑戦し、そ

の成果を学習成果発表会や各種コンテストで生

徒自ら発表している。

　授業は1年次から国語・数学・英語において

習熟度別授業を行い、2年次以降は進路に応

じて「経営実践コース」と「プロジェクト探求コー

ス」を選択できる。プロジェクト探求コースで

は、県内普通科進学校からの遠隔授業を活用

し、進学に向けた学力向上を図っている。

　平成31年に農業専科の単独校として開校し、

県内初となる全国公募による生徒募集を開始し

た。これに伴い、県が研修施設「くじゅうアグ

リ創生塾」の整備と運営、学生寮建設用地の

無償貸与を行い、竹田市が学生寮の設置と運

営を担う体制で生徒支援を行っている。

　学生寮は男子寮「大船寮」と女子寮「さくら寮」

の2棟で、整備費は約 3億 8,400万円。合併

特例債を活用し、実質的な市の負担は約1億

1,000万円となっている。寮費は月額4万8,500

円で、生活環境も整備されている。令和7年度

の寮生数は58人で、県外出身者も増加しており、

市としては学生寮運営や学校行事への協力を通

じて、学校支援を継続している。

～②久住高原農業高等学校に対する支援策～
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Outstanding  Youth Commendation  Ceremony

遠別町優良青少年顕彰式

　1月27日に役場1階会議室にて「令和7
年度遠別町優良青少年顕彰式」が実施さ
れました。
　これは、文化及びスポーツ活動で優秀な
成績を収めた方や、ボランティア等の活動
を継続して行い、ほかの青少年の模範とな
る活動をした方を対象としており、今年度
は1団体4名が受賞されました。

　札幌大谷中学校男子バレーボール部に所属し、チ
ームの中心選手として活躍。「第54回全国中学校バ
レーボール大会」において、大きく貢献し、U-16日
本代表にも選出され、タイで開催されたアジア選手
権にも出場した。

　国際書道協会主催の「第56回全国書道コンクール」
において、ペン字部高校生の部にて最高賞を受賞し
た。

　日々練習に励み、「第45回全日本バレーボール小
学生大会北北海道大会（混合の部）」で優勝するな
ど、数々の大会において顕著な成績を収めた。

　中学軟式野球クラブチーム「羽幌フェニックスミド
ル」に所属しており、チームの中心選手として投打に
わたって活躍し、全国大会出場に大きく貢献した。

　道内漁業協同組合と北海道信用漁業協同組合連合
会主催の「第66回みな貯金運動協賛令和7年度“海
の子作品展”」習字部門において、北海道知事賞（最
優秀賞）を受賞した。

遠別町バレーボール少年団

柏谷　杏璃

今井　華長田　侑斗

小西出　隼翔

議会からのたより
第 65 号

議会の主な動き ( 令和 7 年 11 月～令和 8 年 1 月）

11月
3 日 遠別町表彰式

11 ～ 14 日 町村議会議長全国大会及び留萌管内町村議会議長会行政視察
26 日 第 11 回議会全員協議会 小川隆宏留萌駐屯地司令を囲む会
27 日 第４回議会運営委員会

12 月
10 日 自民党第 10 区支部渡辺孝一支部長来町
12 日 第６回遠別町議会（定例会）

第２回総務産業常任委員会
第 12 回議会全員協議会

15 日 平山雄三留萌駐屯地司令歓迎会

1月
6 日 遠別町新年交礼会
7 日 遠別町消防団出初式
9 日 第１回議会全員協議会

第１回議会報発行特別委員会
11 日 遠別町二十歳を祝う会
16 日 遠別商工会新年宴会
17 日 留萌駐屯地新春交礼会
23 日 第２回議会報発行特別委員会
29 日 第１回遠別町議会（臨時会）

第２回議会全員協議会

次の定例会は3月 9日から の開催予定です。

【お問い合わせ】 議会事務局
電　話　７－２１４７（直通）
メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴され
た方には、行政サービ
スポイント 200 ポイン
トが付与されます。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
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Outstanding  Youth Commendation  Ceremony
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健康のススメこころもからだも元気が一番

何となく見えにくい…

それ アイ　　 フレイル かもしれません

　体力が衰えるのと同じように目も衰えてきます。
　歳をとったら誰もが感じるような「ちょっとした目の症状」の総称が　

　“アイ（目）フレイル（虚弱）”
　「健康な目」と「高度な視覚障害」の中間の状態です。

　アイフレイルは、「歳のせい」と思いがちですが、もしかしたら、重大な病気の初期症
状である可能性も。「眼科に行くほどでもないか！」と片付けているうちに、高度な視覚障害に進んでしまうかも
しれません。

アイフレイルとは「加齢に伴う目の機能低下」

目が疲れやすい

こんな風に思ったことありませんか？

やけにまぶしく感じる

目が乾燥する、ゴロゴロする

夕方になると見えにくい

瞬きしないとよく見えない

眼鏡をかけてもよく見えない

健康な目

アイフレイル

高度な視覚障害

　初期の段階で、ほとんど自覚症状がない理由は、
「片目ずつ病気が進行する場合、もう片方の目が見えづらさを補ってしまう」から

　見えにくさ、ゆがみ、視野の欠けがあっても、片方の目で補い、脳が見え方を補正してしまいます。
目の病気を見つけるのに、自覚症状には頼れないのです。

目の病気の多くが、進行しないと自覚症状があらわれにくい

失明原因１位「緑内障」
・徐々に視野が欠けるが、初期

では無症状。
・健康診断等で偶然見つかるこ

とがほとんど。

アイフレイルの原因になる主な目の病気

レンズがくもる「白内障」
・目のレンズ ( 水晶体 ) が濁り、

かすむ・ぼやける・まぶしい
などと感じる。

・原因の多くは加齢。

近くがぼやける「老眼」
・目の調整力が低下して近くが

見えにくい。
・70 歳代以上の８割で確認さ

れる。

糖尿病の合併症「糖尿病網膜症」
・失明原因の第 3 位。
・進行するまで無症状。
・糖尿病の方は定期的な眼科受診が必要。

中心が欠ける「加齢性黄斑変性」
・失明原因の第 4 位。
・初期では、物が歪んで見えたり、視野の真ん

中が見えにくくなる。
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健康のススメこころもからだも元気が一番

【健康に関するご相談は、福祉課保健指導係へ】電話 ７－２１２５

　視覚障害の原因となる病気は、発症してから 10 ～ 20 年かけて、徐々に進行していきます。
　見えにくくなって困るのは高齢になってからですが、病気そのものは、40～ 50歳代から始
まっています。
　この初期の段階で病気を発見・対処できれば、病気の進行を防ぐことができます。「早く気づ
く、早く治療・対処する」がとても重要なのです。

目の不調は、“ 初期の段階”で「自分で気づく」「見つけてもらう」が鍵

アイフレイルチェックリストで「自分で気づく」

　身近な目の状態に気づき、適切な受診を促すために開発されたチェックリストです。
　誰にでもありそうな「ちょっとした症状」ですが、目の病気の初期症状かもしれません。

□ 目が疲れやすくなった　　　　　　　　　　　　
□ 夕方になると見えにくくなることが増えた
□ 新聞や本を長時間見ることが少なくなった
□ 食事の時にテーブルを汚すことがたまにある
□ 眼鏡をかけてもよく見えないと感じることが多くなった
□ まぶしく感じやすくなった
□ はっきり見えないときには、まばたきをすることが増えた
□ まっすぐの線が波打って見えることがある
□ 段差や階段が危ないと感じたことがある
□ 信号や道路標識を見落としそうになったことがある

( 日本眼科啓発会議アイフレイル啓発公式サイト 参照 )

定期的な検査や健康診査で「見つけてもらう」

　40 歳を過ぎたら、年に１回は、眼科で健診を受けましょう。

　職場の健康診断には、視力検査が組み込まれているところも多いですが、視力検査だ
けでは、不十分です。
　視覚障害の原因である「緑内障」は視野が狭くなっていく病気ですが、初期の段階では、
視力は正常と出ることが多いからです。

　年に１回、「視力検査」に加え、「眼底検査」「眼圧検査」などの検査を受けましょう。

　アイフレイルから高度な視覚障害にまで至ると、転びやすくなったり、外出が億劫になったり…と、日常生活
が大きく制限されてしまいます。すっきり見えないと、こころの元気もなくなってしまいます。
　目は誰もが一生使う感覚器のひとつ。ずっと頑張ってきた目を大事にいたわって、一生涯、すっきり見える目
を保ちましょう。

（記事担当：保健師　佐々木裕恵）

2 つ以上 該当すると
『アイフレイルの疑い』

緑内障・白内障などの
病気のリスクが
２～3倍高い！

眼科に
受診しましょう！
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暮らしのお知らせi n f o r m a t i o n

遠
別
町
内
の
農
地
賃
貸
借
等
に
関

す
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
締

結
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る

賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
賃

貸
借
契
約
を
締
結
す
る
際
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡　
７-

２
１
４
６

（単位：円）
区　　　分 平均額 最高額 最低額 データ数 備　　考

田
遠別川流域 10,000 10,800 7,000 66 基盤整備終了・未了含
その他地域※ 7,000 8,000 7,000 11 基盤整備終了・未了含

田（転作田） 遠別町全域 4,500 8,000 2,000 13 基盤整備終了・未了含
畑（普通畑） 遠別町全域 2,500 8,000 1,000 115 基盤整備終了・未了含
畑（牧草畑） 遠別町全域 2,000 2,580 1,000 169 基盤整備終了・未了含

※「田」「その他地域」については、上記期間内での利用権設定がありませんでしたので、実
績のあった令和５年度の値を記載しています。

・「平均額」については、取引件数の中央値・平均値のいずれかの高い方を記載し、「データ数」
については、筆数を記載しています。（機構集積協力金事業等が影響しているため）。

・「田（転作田）」については、令和４年度からの『５年間に一度も水張りが行われない農地は、
水田活用の直接支払交付金の見直し』の関係もありますので、個別の協議が必要になります。

令
和
７
年
度 

商
工
会
職
員
採
用
候
補

者
統
一
試
験
【
遠
別
限
定
】
の
ご
案
内

　
遠
別
商
工
会
で
は
、
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

●
採
用
職
種

　
補
助
員 

ま
た
は 

記
帳
専
任
職
員

●
採
用
日

　
令
和
８
年
４
月
１
日
（
水
）

●
受
験
資
格

①
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ

た
方

②
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

●
募
集
条
件
等

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
ま
た
は

取
得
さ
れ
る
方

②
簿
記
検
定
試
験
制
度
の
３
級
以
上
を

取
得
ま
た
は
取
得
さ
れ
る
方

③
給
与　
商
工
会
モ
デ
ル
規
程
に
よ
る

④
勤
務
時
間　
８
時
45
分
か
ら
17
時
30

分
（
実
働
７
時
間
45
分
）

⑤
休
日　
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、
夏
季

休
暇
、
年
末
年
始

●
試
験
申
込
締
切

　
令
和
８
年
２
月
20
日
（
金
）

●
試
験
日

　
令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）

●
試
験
方
法

　
対
面
試
験

●
試
験
会
場

　
遠
別
商
工
会

●
試
験
応
募
書
類

①
履
歴
書（
写
真
貼
付
）・職
務
経
歴
書・

作
文
（
い
ず
れ
も
指
定
様
式
）

②
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書
写
し

③
簿
記
合
格
証
書
写
し
（
有
資
格
者
の

み
）

　

試
験
要
領
、
応
募
に
必
要
者
書
類
様

式
、
作
文
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
（https://r.goope.jp/em

betsu-
shokokai/

）
よ
り
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
ま

た
は
遠
別
商
工
会
窓
口
に
て
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
郵
送
で
の
送
付
も

可
能
で
す
。

●
書
類
提
出
先

　
〒
０
９
８-

３
５
４
３

　
天
塩
郡
遠
別
町
字
本
町
４
丁
目
１
番
地
25

　
遠
別
商
工
会

●
試
験
・
採
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

遠
別
商
工
会

℡　
７-

２
２
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　
７-

３
６
９
３

Ｅ
メ
ー
ル　

ensyokai@
rose.ocn.ne.jp

 地球温暖化を防ぐために私たちができること

　くらしの中の省エネを考えることは非常に重要です。使っていない部屋の明かりや見ていないテレビをつ
けっ放しにしていないか、冷房で冷やしすぎたり、暖房で暖めすぎたりしていないか、不必要に給湯の温度を
上げていないか、水を出しっ放しにしていないか、など日常生活を見直してみましょう。水は、水源から水を
ひいてくるにも、浄水場できれいにするにもエネルギーが使われています。水をお湯にするにも多大なエネル
ギーが使われています。
　また、買い物にマイバッグを持っていけば、レジ袋をもらう必要はありません。レジ袋は、作るのにもエネ
ルギーが使われていますし、ゴミとして燃やすときにも二酸化炭素が発生します。
　ただ、こまめに省エネにすることだけでは足りません。夏の野菜であるきゅうり１㎏を冬春に作れば、約５
倍のエネルギーが必要です。旬のものを食べることもエネルギーの使用料を抑えることにつながるのです。
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i n f o r m a t i o n暮らしのお知らせ

ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
し
て
い
ま
す
か

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
方
は
す
べ
て
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
又
は
第
３
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　
会
社
員
・
公
務
員
は
第
２
号
被
保
険
者

に
な
り
、
会
社
等
で
厚
生
年
金
保
険
の
加

入
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
会
社
等
を
退
職
し
た
場
合
、
第
１
号
被

保
険
者
へ
は
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
年
金
事
務
所
や
役
場
で
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。（
併
せ
て
失
業
特
例
等

に
よ
る
保
険
料
納
付
免
除
の
手
続
き
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
）

手
続
き

窓　

口
住
所
地
の
市
町
村
窓
口
又

は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所

必
要
書
類
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金

番
号
通
知
書

提
出
期
限
退
職
日
の
翌
日
か
ら
14
日

以
内

提
出
者
本
人
又
は
世
帯
主

※　
失
業
特
例
に
よ
る
免
除
申
請
を
行
う

場
合
、
離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
等
の
書
類
が
必
要
で
す
。

※　
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や
、

受
給
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
る
が
保

険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
短
く
、
満
額

（
40
年
間
保
険
料
納
付
分
）
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、
65
歳

に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に「
任
意
加
入
」

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課　
福
祉
保
険
係

℡　
７-

２
１
１
４

稚
内
年
金
事
務
所

℡　
０
１
６
２-

３
３-

７
０
１
１

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間
等
の
お

知
ら
せ

　
次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し

ま
す
。

　
確
定
申
告
会
場
で
の
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

事
前
予
約
に
て
お
受
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
等
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
次
回
以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
行
う
た
め
に

は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ほ
か
、カ
ー

ド
発
行
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
及
び
署
名
用
電

子
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

※　
当
日
、
会
場
で
も
入
場
整
理
券
を
配

付
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
日
の
相
談
枠
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
オ
ン
ラ

イ
ン
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
に
関
す
る
確
定
申

告
会
場
で
の
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
午
後

と
木
曜
日
午
後
に
限
り
専
門
職
員
が
リ

モ
ー
ト（
Ｗ
ｅ
ｂ
相
談
）で
対
応
し
ま
す
。

●
開
設
期
間

　
令
和
８
年
２
月
16
日
（
月
）
か
ら

　
令
和
８
年
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

●
相
談
受
付
時
間

　
平
日
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

●
確
定
申
告
会
場

　
稚
内
税
務
署　
稚
内
市
末
広
５
丁
目
６

番
１
号

　

な
お
、
２
月
13
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

確
定
申
告
会
場
は
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
対
応
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
又
は
電
話
に
よ
る

事
前
予
約
が
必
要
で
す
（
事
前
予
約
を
し

て
い
な
い
方
の
申
告

相
談
は
、
受
け
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
）。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
税
務
署

℡　
０
１
６
２-

３
３-

１
１
５
５（
代
表
）

※
自
動
音
声
に
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で

「
２
」
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

屋
根
か
ら
落
ち
る
雪
や
氷
に
よ
る

危
険
防
止
な
ど
の
お
願
い

　
毎
年
、
冬
に
な
り
ま
す
と
、
屋
根
に
積

も
っ
た
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
落
ち
て
、
歩

行
者
が
け
が
を
し
た
り
、
ま
た
、
死
亡
し

た
り
す
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
冬
期
間
の
生
活
に
は
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期
間

の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
無
く
す
る

た
め
、
特
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆　
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道
路
に

落
ち
る
建
物
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
事
故

を
避
け
る
た
め
雪
止
め
を
つ
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆　
雪
止
め
が
つ
け
て
あ
っ
て
も
強
さ
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど
が
さ
び

つ
い
た
り
古
く
な
っ
た
り
し
て
切
れ
て

落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検

し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
め
に

修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆　
落
氷
雪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

早
め
に
除
雪
す
る
と
と
も
に
、
除
雪
は

↑ＬＩＮＥ公式アカ
ウントはこちら
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暮らしのお知らせi n f o r m a t i o n

必
ず
複
数
人
で
行
い
、
歩
行
者
や
付
近

で
遊
ん
で
い
る
子
供
な
ど
に
十
分
注
意

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆　
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
等
か

ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で
あ
る

た
め
、
付
着
し
た
雪
や
氷
の
除
去
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
落
氷
雪
の
除
去
の
際
に
は
、

歩
行
者
へ
の
十
分
な
安
全
対
策
を
行
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆　
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根
か

ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◆　
軒
下
や
道
路
で
は
、
子
供
を
絶
対
に

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆　
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た
と
き

は
、
直
ち
に
事
故
が
な
い
か
ど
う
か
確

か
め
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の
通
行
へ

の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
速
や
か
に
除

去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆　
交
通
事
故・交
通
障
害
防
止
の
た
め
、

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪

を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

留
萌
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

℡　
０
１
６
４-

４
２-

２
３
１
５

海
上
保
安
庁
か
ら
職
員
募
集
の
お

知
ら
せ

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
９
年
４
月
採

用
の
職
員（
海
上
保
安
官「
保
大
初
任
科
」）

を
募
集
し
ま
す
。

●
受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
２
月
19
日
（
木
）

～ 

３
月
23
日
（
月
）

●
試
験
日
程

　
第
一
次
試
験
：
５
月
24
日
（
日
）

●
受
験
資
格

　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者
で
、
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
９

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
海
上
保
安
庁
職
員
採
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

https://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
海
上
保
安
部
管
理
課

℡　
０
１
６
２-

２
２-

０
１
１
８

警
察
署
か
ら

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

～
変
化
す
る
天
候
・
路
面
に

合
わ
せ
た
運
転
を
！
～

○
悪
天
候
に
注
意

　
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
や
ホ
ワ
イ
ト
ア

ウ
ト
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
多
重

衝
突
な
ど
重
大
な
交
通
事
故
に
繋
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
悪
天
候
の
場
合
は
不

要
不
急
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に
し
、
突

然
の
視
界
不
良
等
が
発
生
し
た
場
合
で
も

慌
て
る
こ
と
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
が
一
の
立
ち
往
生
等
に
備

え
て
防
寒
具
や
ス

コ
ッ
プ
等
を
車
に

準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

消防支署から

　消防署では火災の絶無と焼死者の発生を未然に防止するため冬期火
災予防運動を実施します。
　また、高齢者世帯に立入検査を実施します。

冬期火災予防運動を実施します冬期火災予防運動を実施します

　家庭内、職場内において火災の恐ろしさを再認識し、次のこと
に注意し防火意識の向上を心がけましょう。

①暖房器具の取り扱いに細心の注意をする
②避難口、出入口は除雪し、開閉できるか確認する
③幼児、高齢者だけを家に残して外出しない
④ＦＦストーブの給排気筒は雪で埋まっていないか確認する
⑤住宅用火災警報が設置されていない家庭は早期に設置する

運動期間：令和８年２月１５日 ( 日 ) ～２月２６日 ( 木 )

立入検査実施期間：令和８年２月１６日 ( 月 ) ～２月２６日 ( 木 )
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ひ
と
の
う
ご
き

▽
お
く
や
み

森
野　
チ
ヨ
さ
ん（
98
）（
３　
区
）

吉
田　
民
子
さ
ん（
79
）（
若
葉
町
）

坂
井　
國
子
さ
ん（
82
）（
２　
区
）

笹
木　
文
子
さ
ん（
85
）（
３　
区
）

荒
田　
貞
美
さ
ん（
76
）（
緑　
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

吉
田　
　
収
さ
ん
（
旭
川
市
）

民
子
さ
ん 

の
死
去
に
際
し

ご
厚
志
に
感
謝

　
北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合
（
代

表
理
事 

平
木
宏
和
）
様
よ
り
「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

EMBETSU EMBETSU CALENDARCALENDAR
2月 3月

2026

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

15 ㈰ ・マナピィ・21 図書室休館

16 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館

17 ㈫

18 ㈬

19 ㈭

20 ㈮ ・診療所外科診療日（出張医）

21 ㈯

22 ㈰ ・マナピィ・21 図書室休館

23 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館
・スポーツセンター休館

24 ㈫

25 ㈬

26 ㈭ ・生活・法律・仕事相談会
① 13：30 ～ 14：20　② 14：30 ～ 15：20

27 ㈮

28 ㈯

1 ㈰ ・農業高等学校卒業式
・マナピィ・21 図書室休館

2 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館

3 ㈫

・自動車運転免許更新時講習（天塩町）
　10：00 ～初回
　13：00 ～優良
　13：45 ～一般
　15：00 ～違反
・きらりひなまつりの会

4 ㈬ ・幼児歯科健診
（遠別町国民健康保険診療所　診察開始 13：30 ～）

5 ㈭

6 ㈮ ・ぽかぽか交流会（ミュージックパブ天音）

7 ㈯

8 ㈰ ・マナピィ・21 図書室休館

9 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館

10 ㈫ ・ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

11 ㈬
・乳幼児健診
（遠別町国民健康保険診療所　診察開始 10：30 ～）
・小児科診療日（旭川医大出張医）　

12 ㈭
・生活・法律・仕事相談会
① 13：30 ～ 14：20　② 14：30 ～ 15：20
・中学校卒業式

13 ㈮

14 ㈯

15 ㈰ ・マナピィ・21 図書室休館

2825
日目

（令和8年1月31日現在）
（令和8年1月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,057人（－6）
●女   1,110人（－9）

2,167人
（－15）

1,210（－11）

還付申告の日曜受付
２月22日（日）と３月8日（日）

午前８時30分～午後５時
　仕事等で平日に時間が取れない方は、ぜひ
ご利用ください。　　（住民課税務係）
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皆さんのご意見・ご感想を
お待ちしております。 町へひとことご意見箱もご利用ください。

〒098-3543　遠別町字本町３丁目３７番地

TEL
FAX

遠別町まちづくり推進課広報広聴係

（01632）９－7772
（01632）７－3695

E－mail：kouhou＠town.embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

遠別町公式  X（旧Twitter） 遠別町公式  Instagram町長公式  Instagram

遠別町
遠別町ホームページ

https://www.town.embetsu.hokkaido.jp/

　遠別町産のもち米を使用した “もち米粉スイーツ４種”が「道の駅えんべつ富士見」で今後新たに販売される予定です。
これらの商品は、岩瀬牧場（砂川市）とコラボして開発した新作スイーツで、岩瀬牧場の技術で丁寧に焼き上げた本格的
な味わいを町内でも気軽にお楽しみいただけます。（冷凍販売）昨年末にふるさと納税の返礼品としても登場したばかりの
新商品です。


